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Lunch-Time Seminar
-PTHはどこまで下げるべきか？骨折を見据えた治療戦略を考える-

2026年10月30日（金）12：30～13：05
オンライン形式（Zoomウェビナー配信）
※オンラインでのご視聴には、URLもしくは2次元コードより事前登録が必要です。
【事前登録用URL】https://ono-pharma.zoom.us/webinar/register/WN_2hpQMAgiTmCIvSI9WBh7gQ

（　　　）CKD-MBD
ガイドライン改訂を読み解く
～PTH管理と骨対策～

演者 ： 澤 直樹 先生
虎の門病院腎センター内科  リウマチ・膠原病科  部長

●本講演会は、Webツールを利用したオンライン形式で開催いたします。
●講演会参加用URL等のアクセス情報や注意事項は、参加登録完了後にご案内いたします。
●本会案内の転送や開示、本会の録画・録音・撮影等はお控えいただきますようお願い申し上げます。
●本会は医療従事者向けの内容となりますため、ご視聴環境についてご配慮くださいますようお願い申し上げます。

【講演概要】
CKD-MBDガイドラインが改定され、管理目標は従来の骨密度改善から生命
予後改善や骨折リスク低下へとシフトしています。Ca管理目標はより厳密にな
り、カルシミメティクスの重要性がより高まっています。その意義を知るために
はリン、カルシウム、PTHの目標値を知るだけでは無く、CKD-MBD管理の歴
史的変遷を知る必要があります。

本講演では、慢性腎臓病に伴う骨・ミネラル代謝異常（CKD-MBD）管理の歴
史的変遷と最新の展開を解説します。またCKD-MBDガイドライン2025を
踏まえ、従来のビタミンD製剤に加え、カルシウム受容体作動薬（CaSR）の適
切な位置付けを整理します。
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